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○
幕
別
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
駒
畠
お
よ
び

古
舞
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を
変

更
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
　
　

■ 議会のうごき ■ ■ 議会のうごき ■ 

❷❸

問

                                                                                                                                                      

○
押
印
を
求
め
る
手
続
き
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
の
原
則
廃

止
に
つ
い
て
、
本
町
と
し
て
も
押
印
の

原
則
廃
止
に
向
け
、
現
在
規
則
等
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
条
例
で
規
定

さ
れ
て
い
る
２
条
例
の
申
請
書
等
様
式

へ
の
押
印
に
つ
い
て
一
括
し
て
廃
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

①
第
１
条　

幕
別
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例

②
第
２
条　

幕
別
町
火
入
れ
に
関
す
る

条
例

○
札
内
東
町
民
プ
ー
ル
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

老
朽
化
に
伴
い
廃
止
す
る
「
札
内
東

町
民
プ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
関
係
す
る

２
条
例
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

①
第
１
条　

幕
別
町
体
育
施
設
条
例

②
第
２
条　

幕
別
町
都
市
公
園
等
条
例

○
幕
別
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

 

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
引
用
条
項
等
の
改
正
を
行

う
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
幕
別
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
発
行
主
体
が
、
市
町
村
か
ら
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
と
な

り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
の
際

の
手
数
料
に
つ
い
て
も
同
機
構
が
徴
収

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
町
手
数
料

条
例
か
ら
再
発
行
手
数
料
を
規
定
す
る

別
表
（

第
２
条
関
係
）

か
ら
削
除
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
幕
別
町
国
民
健
康
保

険
に
係
る
保
険
給
付
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
鑑
み
て
、
国
民
健
康
保
険
に

お
い
て
傷
病
手
当
の
支
給
を
特
例
的
に

行
う
べ
く
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
幕

別
町
国
民
健
康
保
険
に
係
る
保
険
給
付

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
令
和
３
年

第
１
回
定
例
会
で
改
正
し
た
、
条
例
附

則
第
２
項
の
「
こ
の
条
例
は
、
令
和
３

年
６
月
30
日
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
失

う
。
」
と
規
定
し
て
い
る
も
の
を
、
「
令

和
３
年
９
月
30
日
」
に
改
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
幕
別
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

幕
別
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
附
則
第

７
項
の
過
疎
地
域
の
定
義
に
つ
い
て
、

引
用
元
で
あ
っ
た
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
」
が
令
和
３
年
３
月
31

日
に
失
効
し
、
新
た
に
同
年
４
月
１
日

か
ら
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
同
法
第
３
条
第
１
項

に
規
定
す
る
過
疎
地
域
を
引
用
す
る
ほ

か
、
文
言
の
整
理
を
行
う
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
公
共
下
水
道
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
年
度
か
ら
、
幕
別
処
理
区
と
札
内

処
理
区
の
両
地
区
を
十
勝
川
流
域
下
水

道
で
一
括
し
て
汚
水
処
理
を
行
う
処
理

区
統
合
事
業
に
着
手
す
る
に
あ
た
り
、

事
業
計
画
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会

　

令
和
３
年
第
２
回
幕
別
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
22
日
か
ら
７
月
１
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
問
題
や
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
町
行
政
の
対
応
に
つ
い
て
、
町
理
事
者
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
審
議
議
案

条
例
の
改
正

令
和
３
年
度
補
正
予
算
を
可
決

2021.8 月号2021.8 月号

会　計 補 正 額 補正後の総額 主な補正内容

一 般 2億 2531 万 4 千円 168 億 5351 万 8 千円

頑張る事業者事業継続支援
事業給付金
介護サービス提供基盤等整
備事業費交付金
子育て世帯生活支援特別給
付金
畑作構造転換事業補助金
畑作かんがい用水路修繕工
事
アルコ 236 及び道の駅・忠
類指定管理者業務指定管理
料清算金
道路補修工事　他

介 護 保 険 194 万 7 千円 27 億 4198 万 9 千円
介護保険システム改修委託

料

公 共 下 水 道 187 万円 10 億 118 万 7 千円 管渠等補修工事

水 道 860 万円 1億 6178 万 3 千円 排水管布設替

　

一
般
会
計
な
ど
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

インターネット議会中継はスマートフォン ･
タブレットでもご覧いただけます！

　
　議会の LIVE 中継や録画中継
は、スマートフォンやタブレッ
ト端末でもご覧いただけます。
　録画中継は平成 18 年６月定
例会の様子からご覧いただけ
ます。詳しくは、ホームペー
ジでご確認ください。



　

■ 議会のうごき ■ 

❺ ❹

議      件      名    結　　果

令和２年度幕別町一般会計繰越明許費繰越
計算書について

報 告 済（6/22）

令和２年度幕別町公共下水道特別会計繰越
明許費繰越計算書について

報 告 済（6/22）

債権の放棄について 報 告 済（6/22）

押印を求める手続きの見直しに伴う関係条例
の整備に関する条例

原案可決（6/22）

札内東町民プールの廃止に伴う関係条例の
整備に関する条例

原案可決（6/22）

幕別町個人情報保護条例の一部を改正する
条例

原案可決（6/22）

幕別町手数料条例の一部を改正する条例 原案可決（6/22）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のための幕別町国民健康保険に係る保険給
付の臨時特例に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決（6/22）

幕別町公営住宅管理条例の一部を改正する
条例

原案可決（6/22）

幕別町公共下水道設置条例の一部を改正す
る条例

原案可決（6/22）

幕別町辺地総合整備計画の変更について 原案可決（7/1）

令和３年度幕別町一般会計補正予算（第３号）原案可決（6/22）

議      件      名    結　　果

令和３年度幕別町介護保険特別会計補正予
算（第 1号）

原案可決（6/22）

令和３年度幕別町公共下水道特別会計補正
予算（第２号）

原案可決（6/22）

令和３年度幕別町水道事業会計補正予算
（第１号）

原案可決（6/22）

幕別町土地開発公社に係る令和 3 年度事業
計画書及び令和 2 年度決算に関する書類の
提出について

配 付 済（6/30）

株式会社幕別町地域振興公社に係る令和３
年度事業計画書及び令和２年度決算に関す
る書類の提出について

配 付 済（6/30）

株式会社忠類振興公社に係る令和３年度事
業計画書及び令和２年度決算に関する書類
の提出について

配 付 済（6/30）

公益財団法人農業振興公社に係る令和３年
度事業計画書及び令和２年度決算に関する
書類の提出について

配 付 済（6/30）

幕別町議会会議規則の一部を改正する規則 原 案 可 決（7/1）

常任委員会所管事務調査報告
（総務文教常任委員会、産業建設常任委員会）

報 告 済（7/1）

閉会中の継続調査の申し出
（総務文教常任委員会、民生常任委員会、
産業建設常任委員会）

継続調査（7/1）

○第２回定例会（６月 22 日～７月１日）

■審議した議案

意　　見　　書　　等 結　果 陳情者・提出者

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書 原案可決（7/1） 議員提案
「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 1/2 への復元「30 人以下学級」な
ど教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」の提出を求める
陳情書

採　　 択（7/1） 連合北海道幕別地区連合

「地方財政の充実・強化に関する意見書」の提出を求める陳情書 採　　 択（7/1） 連合北海道幕別地区連合

※「2021 年度北海道最低賃金改正等に関する意見書」の提出を求める
陳情書

採　　 択（7/1） 連合北海道幕別地区連合

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 1/2 への復元「30 人以下学級」な
ど教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書

原案可決（7/1） 議員提案

地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決（7/1） 議員提案

2021 年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 原案可決（7/1） 議員提案

意見書・陳情書　
※採択となった意見書の提出を求める陳情書は、幕別町議会として意見書を関係機関に提出しています。

一般質問
　　　　　６人の議員が一般質問　

 幕別町の
　　 ここが聞きたい !!

　一般質問とは、本会議で議員が行う町政全般に関する質問で、事務の執行状況、町政の方針

等について報告や説明を求めたり、政策提案をすることをいいます。

　幕別町議会では質問者１人につき答弁を含め 60 分の制限時間を設けています。

　紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ページ 質 問 議 員 質 問 項 目

６ 酒井はやみ　　議員
①　子どもの人権尊重を基盤とした性教育を

②　学校のトイレに生理用品の設置を

７ 野原　惠子　　議員
①　新型コロナ禍による一斉休校の検証と子どもへの影響は

②　全国学力・学習状況調査（一斉学力テスト）の対応について

８ 岡本眞利子　　議員
①　ヤングケアラー支援について

②　「ご遺族支援（おくやみ）コーナー」の設置を

９ 中橋　友子　　議員 ①　新型コロナウイルス感染防止の町内における現状と対策について

１０ 荒　　貴賀　　議員
①　コロナ禍における保育所の役割

②　コロナによって我慢が続く子ども達、のびのびと過ごせる学童保育を

１１ 谷口　和弥　　議員
①　自主防災組織の強化に向け、防災士などの有資格者の育成・組織化を

②　「新型コロナウイルス関連情報」の迅速な発信を

※この内容は、一般質問通告書に記載された質問項目です。

（※印は、賛否の分かれたもので下段に各議員の賛否を掲載します。）

種別

　　　　　        

                   議 員 名 
　　　　　　     ( 会派名 ) 

      議件名

石
川　

康
弘

小
田　

新
紀

内
山
美
穂
子

藤
谷　

謹
至

小
島　

智
恵

若
山　

和
幸

岡
本
眞
利
子

荒　
　

貴
賀　

酒
井
は
や
み

野
原　

惠
子

田
口　

廣
之

谷
口　

和
弥

芳
滝　
　

仁

千
葉　

幹
雄

小
川　

純
文

藤
原　
　

孟

中
橋　

友
子

議

決

結

果

議

決

日拓 拓 拓 拓 風 政 政 共 共 共 拓 拓 拓 風 政 政 -

陳情
「2021 年度北海道最低賃金改正等に
関する意見書」の提出を求める陳情
書

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 採　択 7/1

■賛否の分かれたもの [ 表示例○…賛成　×…反対　欠…欠席　棄…棄権 ]　  ※寺林俊幸議長は表決に加わらない。
（※会議規則により賛成・反対のいずれも表明しない場合、反対したものとみなします。）

【議員名の下は会派名：共…日本共産党幕別町議員団、拓…拓政会、政…政清会、風…政風クラブ、正副議長は会派に所属しません。】

2021.8 月号2021.8 月号



町
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と

し
て
２
０
２
０
年
２
月
27
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
約
３
か
月
小
中
学
校

の
長
期
休
校
を
実
施
し
た
。
成
長
期
に

あ
る
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
低
下
や
学

習
環
境
に
よ
る
格
差
、
不
安
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
な
ど
各
地
の
調
査
に
よ
る
と
大

変
深
刻
で
あ
る
。
町
で
も
休
校
に
お
け

る
子
ど
も
へ
の
影
響
を
把
握
し
、
子
ど

も
の
権
利
か
ら
考
え
て
ど
の
よ
う
に
対

策
を
講
じ
て
来
た
の
か
。
今
後
短
期
間

に
選
択
を
迫
ら
れ
る
機
会
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、
今
回
の
判
断
を
検
証
し

基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

⑴
一
斉
休
校
の
判
断
は
、
学
校
設
置
者

が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
経
過
で
判
断
し
た
の
か
。
そ
の

検
証
と
基
準
を
設
け
る
考
え
は
。

⑵
子
ど
も
の
心
身
の
ケ
ア
な
ど
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
の
か
。

⑴
一
斉
の
臨
時
休
業
の
判
断

に
当
っ
て
は
、
道
内
に
お
い
て
感
染
者

が
拡
大
し
児
童
生
徒
や
教
育
関
係
者
へ

の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
集

団
に
よ
る
感
染
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
十

勝
管
内
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
で
統

一
し
て
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
保
健
所
と
連
携
、
協
議

の
上
、
臨
時
休
業
の
判
断
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
独
自
の

基
準
を
設
け
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

⑵
各
学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
訪
問
時

に
併
せ
て
子
ど
も
た
ち
と
面
談
し
た

り
、
電
話
で
の
連
絡
を
通
じ
て
、
心
身

の
健
康
状
態
や
生
活
状
況
等
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
分
散
登
校
時
に
お

い
て
は
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
等
の

様
子
を
確
認
し
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る

事
案
が
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。

　

学
校
再
開
後
も
３
密
の
回
避
な
ど
、

生
活
や
行
動
上
の
制
限
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
い

る
も
の
と
考
え
、
学
級
担
任
や
養
護
教

諭
等
を
中
心
と
し
た
き
め
細
か
な
健
康

観
察
や
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
や

個
別
相
談
を
実
施
し
た
り
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の

力
も
借
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
っ
た
ケ
ア
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
で
き
る
限
り
ス
ム
ー
ズ
に
学

習
の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
各

学
校
で
は
、
復
習
に
併
せ
て
予
習
用
学

習
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
、
そ
の
際
に
は
、

学
級
通
信
等
を
通
じ
て
、
学
習
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
教
科
ご
と
の
取
組
内
容
、
進

め
方
な
ど
を
伝
え
た
ほ
か
、
「
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
は
空
欄
と
す
る
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ

う
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
、
民
間
業

者
が
テ
ス
ト
問
題
を
作
成
し
採

点
も
業
者
が
行
っ
て
い
る
。
本
来
、
テ

ス
ト
は
教
員
が
教
え
た
内
容
を
子
ど
も

た
ち
が
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
る
の
か

を
計
る
も
の
で
あ
り
一
律
の
も
の
で
は

な
い
。
創
造
豊
か
に
、
柔
軟
に
物
事
を

考
え
ら
れ
る
子
ど
も
の
成
長
を
促
す
た

め
に
も
、
町
と
し
て
学
力
テ
ス
ト
を
中

止
す
べ
き
と
考
え
る
。

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
全
国

的
な
視
点
で
各
学
校
に
お
け
る
学
力
の

定
着
状
況
等
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
義

務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維

持
向
上
に
資
し
て
お
り
、
各
学
校
で
は

学
習
状
況
の
資
料
と
し
て
、
自
校
採
点

を
通
し
て
学
習
状
況
の
点
検
を
行
い
、

本
調
査
の
結
果
を
学
校
改
善
プ
ラ
ン
や

学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
に
活
用
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
到

達
状
況
を
把
握
す
る
標
準
学
力
検
査
で

あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｔ
な
ど
と
合
わ
せ
、
授
業
改

善
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
五
つ
の

学
園
に
よ
る
小
中
一
貫
教
育
を
本
格
実

施
し
て
い
る
が
、
各
学
園
で
は
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
自
校
採
点
の

結
果
か
ら
、
小
学
校
と
中
学
校
の
担
当

者
が
協
働
で
、
国
語
と
算
数
・
数
学
に

つ
い
て
学
園
ご
と
の
学
力
傾
向
を
分
析

し
、
弱
点
の
克
服
や
優
れ
た
点
の
伸
長

に
向
け
、
９
年
間
を
通
し
た
指
導
の
焦

点
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
は
、
小
中
一
貫
教
育
の

推
進
に
お
い
て
も
必
要
な
も
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
効
果
的
な
活
用
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答問
今
後
に
お
い
て
も
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

保
健
所
と
連
携
、
協
議
の
上
、
判
断
を
し
た
い

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
斉
休
校
の
検
証
と
子
ど

も
へ
の
影
響
は

■ 一 般 質 問 ■ ■ 一 般 質 問 ■ 

❼ ❻

問

答問

引
き
続
き
、
効
果
的
な
活
用
を

図
り
た
い

全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査

（
一

斉
学
力
テ
ス
ト
）
の
対
応
に
つ
い
て

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
子
ど
も
た
ち
が
深
刻
な
性
暴

力
に
さ
ら
さ
れ
、
激
し
く
尊

厳
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま

え
政
府
は
、
わ
い
せ
つ
行
為
を
し
た
教

員
等
の
厳
正
な
処
分
や
、
全
国
の
学
校

で
「
生
命
の
安
全
教
育
」
を
推
進
す
る

こ
と
等
を
決
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
ゆ
が
ん
だ
性

情
報
に
も
日
常
的
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
保
護
者
か
ら
も
、
「
メ
デ
ィ
ア
の

情
報
を
う
の
み
に
し
な
い
か
心
配
」
、

「
相
手
を
傷
つ
け
る
恋
愛
に
な
ら
な
い

か
」
、
「
子
ど
も
た
ち
に
性
の
こ
と
を
ど

う
伝
え
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
る
。

　

世
界
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
示
す
「
国

際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
指
針
に
、
「
性
的
同
意
」
「
性
被

害
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
理
解
」
な
ど
を
含

め
た
包
括
的
性
教
育
が
進
ん
で
い
る
。

⑴
「
生
命
の
安
全
教
育
」
に
は
、
い
つ

か
ら
取
り
組
む
か
。

⑵
子
ど
も
た
ち
の
性
に
関
す
る
知
識
に

つ
い
て
調
査
す
る
考
え
は
。

⑶
包
括
的
性
教
育
に
取
り
組
む
考
え
は
。

小
中
学
校
に
お
け
る
性
教
育

に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、
児
童
生
徒
の
実
態
や
課
題
に
応
じ

て
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
各
教
科

等
の
中
で
関
連
付
け
て
指
導
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
教
育
課
程
の
中
で
は
、

体
育
科
や
家
庭
科
は
も
と
よ
り
、
道
徳

科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
活

用
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
性
犯
罪
、
性
暴
力
の
根
絶
を

求
め
る
中
、
国
で
は
「
性
犯
罪
・
性
暴

力
対
策
の
強
化
の
方
針
」
を
決
定
し
、

子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
加
害
者
、
被

害
者
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

「
生
命(

い
の
ち)

の
安
全
教
育
」
を
推

進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑴
児
童
生
徒
が
生
命
の
尊
さ
・
素
晴
ら

し
さ
、
自
分
や
相
手
を
尊
重
し
大
事
に

す
る
こ
と
を
地
域
の
人
材
の
協
力
、
保

護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
推
進
し
、
発

達
段
階
に
応
じ
て
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
き
た
。

　

「
性
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
性
に
関

す
る
指
導
の
全
体
計
画
・
年
間
計
画
を

策
定
し
、
生
命
誕
生
や
心
身
の
発
育
発

達
に
お
け
る
男
女
差
・
個
人
差
を
正
し

く
理
解
し
、
自
分
の
心
と
か
ら
だ
を
守

る
方
法
な
ど
を
目
標
と
し
て
指
導
を
し

て
い
る
。

　

性
犯
罪
被
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
の
体
育
や
中
学
校
の
保
健
体
育

な
ど
の
授
業
で
触
れ
て
い
る
ほ
か
、
専

門
的
知
識
を
有
す
る
警
察
官
や
、
町
の

保
健
師
、
医
師
、
助
産
師
な
ど
を
講
師

に
招
き
講
話
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
発
達
段

階
に
応
じ
た
「
生
命
（
い
の
ち
）
の
安

全
教
育
」
の
教
材
や
啓
発
資
料
を
活
用

す
る
な
ど
、
学
級
活
動
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
性

暴
力
の
加
害
者
、
被
害
者
、
傍
観
者
に

な
ら
な
い
た
め
の
教
育
と
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

⑵
性
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
習
得
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
指
導
に
当
た

っ
て
は
、
指
導
計
画
を
作
成
し
、
学
校

全
体
で
共
通
理
解
を
図
り
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
等
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
の
性
に
関
す
る
習
熟
度
を
把
握

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
性
に
関
す
る
知

識
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。

⑶
包
括
的
性
教
育
は
多
岐
に
わ
た
る
も

の
で
あ
り
、
国
が
し
っ
か
り
と
方
向
性

を
示
し
た
上
で
進
め
る
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
教
科
横
断
的
な

視
点
に
立
っ
た
教
育
活
動
を
通
し
て
、

性
に
関
す
る
知
識
を
は
じ
め
、
人
権
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
な
ど
を
指
導
し
て
い
く
。

⑴
保
健
室
で
生
理
用
品
を
受
け

取
れ
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
に

知
ら
さ
れ
て
い
る
か
。

⑵
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置

す
る
考
え
は
。

⑴
学
校
で
の
無
償
提
供
は
継

続
し
て
お
り
、
現
状
で
は
経
済
的
な
理

由
に
よ
る
利
用
実
態
は
見
受
け
ら
れ
な

く
、
緊
急
ま
た
は
忘
失
の
理
由
に
よ
り
、

各
学
校
の
保
健
室
で
養
護
教
諭
か
ら
提

供
し
て
い
る
。

⑵
ト
イ
レ
に
常
備
し
た
場
合
、
児
童
生

徒
の
経
済
的
問
題
や
ネ
グ
レ
ク
ト
等
に

よ
る
児
童
虐
待
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
サ

イ
ン
を
見
逃
す
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
保
健
室
で
の
常
備
を
継

続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答問
男
女
差
・
個
人
差
を
正
し
く
理
解
し
、
自
分
の

心
と
か
ら
だ
を
守
る
方
法
の
指
導
を
行
う

子
ど
も
の
人
権
尊
重
を
基
盤
と
し
た
性
教
育
を

問
教
育
長

答問

児
童
生
徒
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
対
策
を
す
る

「
生
理
の
貧
困
」
に
つ
い
て

酒井はやみ 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）
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問
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５
月
の
十
勝
の
感
染
者
は

４
２
６
人
と
急
増
し
、
町
内
の

保
育
所
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

た
。
町
民
は
緊
張
と
不
安
の
下
で
過
ご

し
て
い
る
。
変
異
株
も
生
ま
れ
、
今
後

も
長
期
に
わ
た
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

⑴
感
染
防
止
に
は
徹
底
し
た
検
査
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
で
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
医
療
・
介
護
・
保
育
・
教

職
員
等
に
積
極
的
な
検
査
を
町
で
実
施

す
べ
き
。

⑵
「
町
内
で
の
感
染
の
実
態
が
わ
か
ら

な
い
」
「
医
療
崩
壊
で
自
宅
で
命
を
落

と
す
例
も
。
十
勝
は
大
丈
夫
な
の
か
」

と
少
な
い
情
報
に
不
安
の
声
が
広
が
っ

て
い
る
。
北
海
道
に
医
療
情
報
の
公
表

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑶
保
育
所
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
時
、

本
来
保
健
所
が
行
う
業
務
を
町
職
員
が

依
頼
を
受
け
行
っ
た
が
そ
の
内
容
は
。

十
勝
に
は
保
健
所
が
１
ヶ
所
と
全
道
一

少
な
い
。
増
設
を
求
め
る
べ
き
。

⑷
希
望
者
全
員
に
も
れ
な
く
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
手
立
て
と
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
童
保
育
所
、
小
中
高
校
、
在
宅
介
護

等
町
内
の
勤
務
者
に
優
先
接
種
を
。

⑸
町
内
事
業
者
の
経
済
的
影
響
の
現
状

と
新
た
な
対
策
を
。

⑴
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
検
査
時

点
で
の
感
染
状
況
を
調
べ
る
も
の
で
、

施
設
内
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
等
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
継
続
し
て
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
費
用
の

負
担
や
検
査
機
関
の
確
保
は
大
変
困
難

で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
感
染
確
認
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
発
症
予
防
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
65
歳
未
満
の
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
並

行
し
て
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
保

育
所
、
小
・
中
学
校
、
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
職
員
に
対
す
る
接

種
を
優
先
的
に
進
め
る
べ
く
、
準
備
を

し
て
い
る
。

⑵
入
院
調
整
は
、
北
海
道
が
全
道
規
模

で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
現
時
点

に
お
け
る
北
海
道
の
状
況
」
と
し
て
、

日
々
の
病
床
の
ひ
っ
迫
状
況
に
つ
い
て

病
床
の
全
体
数
と
重
症
用
病
床
数
を
公

表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
振
興
局

別
や
医
療
圏
別
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

意
義
を
な
さ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

⑶
令
和
２
年
６
月
に
厚
生
労
働
省
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本

部
は
、
今
後
の
保
健
所
等
に
お
け
る
業

務
量
の
目
安
や
業
務
内
容
、
保
健
所
の

即
応
体
制
の
整
備
の
考
え
方
な
ど
に
つ

い
て
指
針
を
取
り
ま
と
め
、
都
道
府
県

に
対
し
て
即
応
体
制
整
備
に
向
け
た
、

計
画
の
策
定
を
促
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
は
７
月
に
即
応
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
、
必
要
な
人
員
の
確
保
、

育
成
や
相
談
対
応
業
務
、
検
体
搬
送
業

務
、
健
康
観
察
業
務
な
ど
の
外
部
委
託
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
等
に
よ
り
体
制

強
化
を
図
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
本

町
と
し
て
も
、
更
な
る
保
健
所
の
機
能

強
化
、
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
十
勝
圏

活
性
化
推
進
期
成
会
を
通
じ
て
、
昨
年

か
ら
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

⑷
７
月
５
日
か
ら
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
の
う
ち
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
方
の
予

約
受
付
を
開
始
。
こ
の
後
、
順
次
年
齢

を
区
切
り
な
が
ら
予
約
を
受
け
付
け
、

７
月
の
第
３
週
か
ら
基
礎
疾
患
を
有
す

る
65
歳
未
満
の
接
種
を
開
始
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
れ
に
併
せ
、
町
内
で
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
の
リ
ス
ク
が
比
較
的
高
い

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
所
、
小
・

中
学
校
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
の
職
員
に
つ
い
て
も
、
優
先
的
に

接
種
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
十
勝
管
内
の
市
町
村
で
は
、

既
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
接
種
を

終
え
、
職
場
単
位
な
ど
、
65
歳
未
満
へ

の
接
種
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
本
町
で
も
職
場
所
在
地
の
市
町
村

で
優
先
的
に
接
種
で
き
る
方
に
は
、
随

時
接
種
券
の
発
行
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
は
11
月
末
ま
で
に
全
て
の
希
望
者

へ
の
接
種
を
完
了
す
る
よ
う
新
た
な
方

針
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
と
し

て
は
、
1
日
で
も
早
く
接
種
が
完
了
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑸
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
今
月

９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
町
内
の
27
事

業
者
と
３
金
融
機
関
か
ら
現
時
点
の
状

況
と
今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
昨
年
実
施
し
た
、
借
り
入
れ

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
利
子
を

全
額
補
給
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
無
利
子
融
資
円
滑
化
基

金
造
成
事
業
」
が
有
効
に
機
能
し
て
お

り
、
当
面
は
さ
ほ
ど
心
配
せ
ず
に
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
回
答

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
新
た
な
支
援
等

を
講
じ
る
予
定
は
な
い
。

答問
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
発
症
予
防
が
効
果
的
と

考
え
、
準
備
を
進
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
現
状
と
対
策
は

■ 一 般 質 問 ■ ■ 一 般 質 問 ■ 

❽❾
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近
年
、
中
高
生
ら
が
家
族
の
世

話
や
介
護
、
家
事
な
ど
に
追
わ

れ
る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

本
来
大
人
が
担
う
介
護
や
家
事
、
幼
い

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
日
常
的
に
担
っ

て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
指
し
、

核
家
族
化
や
家
庭
構
成
の
変
化
が
影
響

さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
本
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

存
在
と
認
識
に
つ
い
て
は

⑵
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
教
員

の
認
識

⑶
本
町
に
お
け
る
実
態
調
査
の
必
要
性
は

⑷
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
え
は

⑴
幕
別
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
構
成
す
る
主
任
児
童
委

員
、
人
権
擁
護
委
員
、
児
童
相
談
所
お

よ
び
町
担
当
部
局
に
対
し
て
、
実
態
を

確
認
し
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
ま
で
、
該
当
す
る
事
例
は

な
い
。
こ
の
ほ
か
介
護
に
係
る
相
談
や

民
生
委
員
、
住
民
か
ら
の
情
報
提
供
な

ど
介
護
者
や
困
り
ご
と
な
ど
の
把
握
に

努
め
て
い
る
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
存

在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

⑵
北
海
道
教
育
庁
か
ら
の
通
知
を
受

け
、
教
員
に
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
概

念
や
対
応
に
つ
い
て
の
認
識
を
持
ち
、

児
童
生
徒
の
生
活
状
況
の
把
握
に
努
め

て
お
り
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限
ら
ず
、

児
童
生
徒
の
発
す
る
サ
イ
ン
に
留
意

し
、
健
康
課
題
や
学
習
面
、
友
人
関
係
、

家
庭
内
の
問
題
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
。

⑶
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
な
い
、
ケ
ア
す
る
こ

と
が
自
分
の
役
割
と
思
っ
て
い
る
、
家

族
の
状
況
を
知
ら
れ
る
こ
と
を
望
ま
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

に
と
っ
て
身
近
な
学
校
が
注
意
深
く
観

察
し
、
子
ど
も
た
ち
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ

や
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
相
談
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
、
実
態
を
把
握
し
、

課
題
を
解
決
す
る
近
道
と
考
え
て
い
る
。

⑷
本
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
つ

発
生
し
て
も
不
思
議
で
な
い
こ
と
か

ら
、
過
度
な
負
担
を
抱
え
る
前
に
関
係

す
る
部
署
が
連
携
し
て
当
該
保
護
者
等

と
の
相
談
に
当
た
っ
て
い
く
。

道
教
育
委
員
会
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
性
を
各
市
町
村

教
育
委
員
会
に
通
達
し
て
い
る
。
教
員

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
研
修
等

を
促
し
て
い
る
が
、
本
町
で
は
実
施
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
？

本
町
独
自
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特

化
し
た
研
修
は
考
え
て
い
な
い
。

道
教
委
等
か
ら
の
通
知
が
あ

れ
ば
町
教
委
か
ら
各
学
校
に
発
出
を
し

て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
教
職
員
の

認
識
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
等
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
教
職
員
に

は
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
た
い
。

少
子
高
齢
化
に
伴
い
年
間
死
亡

率
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
昨
年
一
年
間
で
お
お

よ
そ
３
２
０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
手
続
き
が
少

し
で
も
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
「
お

く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
設
置
を
す
べ
き
と

考
え
る
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
死
亡
に
伴
う
手
続
き
の
種
類

⑵
手
続
き
の
効
率
化
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

⑶
今
後
よ
り
わ
か
り
や
す
い
「
お
く
や

み
の
し
お
り
」
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

作
成
の
考
え
は

⑴
役
場
で
行
う
手
続
き
に
は

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
返
還

や
葬
祭
費
の
支
給
申
請
、
固
定
資
産
税

等
の
納
税
義
務
者
の
変
更
や
名
義
変
更

等
、
多
い
場
合
場
合
で
十
数
件
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。　

⑵
住
民
生
活
課
、
総
合
支
所
や
支
所
の

窓
口
で
、
死
亡
に
関
す
る
各
種
手
続
は

既
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
お

り
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
専

用
窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
役
場

で
行
う
手
続
に
関
し
て
は
、
円
滑
に
手

続
が
完
了
す
る
よ
う
ご
遺
族
の
負
担
の

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑶
本
町
で
は
、
一
般
的
に
必
要
と
思
わ

れ
る
23
項
目
の
手
続
に
関
す
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
も

他
市
町
村
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
、
掲

載
す
べ
き
内
容
や
手
続
の
項
目
等
を
精

査
し
、
現
時
点
で
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

や
封
筒
等
を
、
色
な
ど
の
表
記
の
仕
方

を
工
夫
し
、
利
用
者
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

答問
些
細
な
兆
候
も
見
逃
さ
ず
解
決
に
向
け
た
対
応

に
努
め
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

問

町
　
長

町
　
長

再

質

問

答教
育
長

岡本眞利子 議員
（政清会）

中橋　友子 議員
（副議長）

町
　
長

2021.8 月号2021.8 月号

答問

専
用
窓
口
は
な
い
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
る

「
ご
遺
族
支
援

（
お
く
や
み
）
コ
ー

ナ
ー
」
の
設
置
を

問



政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
今

年
３
月
末
、
「
全
国
地
震
動
予

測
地
図
２
０
２
０
年
版
」
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
後
30
年
以
内
に
震

度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確

率
は
、
十
勝
地
方
（
帯
広
市
）
に
お
い

て
は
23
％
と
さ
れ
て
い
る
。

　

幕
別
町
は
昨
年
７
月
、
「
防
災
の
し

お
り
」
な
ど
を
更
新
し
全
戸
に
配
布
し

た
。
「
町
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
町
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
以
下
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

⑴
自
主
防
災
組
織
の
設
立
状
況
と
近
年

の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
は
。

⑵
昨
年
度
採
用
し
た
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
活
動
状
況
と
今
後
の
活
動
予
定
は
。

⑶ 

防
災
士
、
北
海
道
地
域
防
災
マ
ス

タ
ー
と
い
っ
た
有
資
格
者
の
育
成
、
組

織
化
は
。

⑷
戸
別
無
線
機
の
普
及
状
況
は
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
防
災
訓
練

の
計
画
は
。

⑴
本
町
の
自
主
防
災
組
織
は
、
公
区
を

単
位
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
令

和
３
年
３
月
現
在
で
１
１
３
公
区
中
49

公
区
、
世
帯
数
の
割
合
で
は
67
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

近
年
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況

は
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
出
前
講
座
を

活
用
し
た
研
修
会
の
開
催
、
食
料
や
水

な
ど
の
防
災
備
蓄
品
の
整
備
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

⑵
現
在
、
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
主

に
地
域
の
防
災
力
の
底
上
げ
を
担
う
業

務
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
２
年
度

に
は
、
感
染
症
対

策
を
施
し
た
避
難

所
設
営
訓
練
や
災

害
対
策
本
部
設
置

訓
練
の
企
画
運
営
、

自
主
防
災
組
織
な

ど
で
７
回
の
出
前

講
座
を
行
っ
た
ほ

か
、
新
た
な
自
主

防
災
組
織
の
設
立

に
向
け
、
現
在
２

つ
の
公
区
と
規
約

の
制
定
や
組
織
体

制
な
ど
の
協
議
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら

に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
の

作
成
も
現
在
１
公
区
を
モ
デ
ル
組
織
と

し
て
進
め
て
い
る
。

⑶
幕
別
町
内
に
は
防
災
士
が
27
人
、
北

海
道
防
災
マ
ス
タ
ー
に
は
42
人
の
方
が

登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て

は
、
十
分
に
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
り
、
今
後
は
、
町

内
の
有
資
格
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

通
し
て
組
織
化
に
向
け
た
働
き
か
け
を

行
い
、
協
力
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

⑷
６
月
17
日
時
点
で
１
万
１
８
９
９
世

帯
中
、
９
４
８
９
世
帯
に
配
布
し
て
お

り
、
配
布
率
は
79
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。　

　

今
後
、
年
に
数
回
行
わ
れ
る
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
全
国
一
斉
伝
達
試
験
や
全
国
一
斉

地
震
速
報
訓
練
な
ど
の
日
程
に
併
せ
、

地
域
ご
と
に
防
災
訓
練
を
計
画
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
訓
練
実
施
に
向
け
た
働

き
か
け
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
５
月
16
日
か
ら
同
月
31
日

を
期
限
と
し
て
北
海
道
に
発
令

さ
れ
た
「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
、
そ
の

後
６
月
20
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
幕
別

町
に
お
い
て
昨
年
に
続
く
今
回
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
に
関
わ
る
情
報
を
、
町

民
に
対
し
て
迅
速
に
発
信
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
、
決
定
事
項
に
つ

い
て
、
即
時
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い

よ
う
迅
速
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
主
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
る
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
普
及
に
伴
い
、
情
報
伝

達
に
お
け
る
即
時
性
、
届
い
た
情
報
を

リ
ツ
イ
ー
ト
、
シ
ェ
ア
等
に
よ
り
、
受

け
手
で
あ
る
町
民
自
ら
情
報
を
広
め
る

こ
と
が
可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
効
果
的
に
活

用
し
て
い
る
。

答問
有
資
格
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
組
織
化
に
向
け
た

働
き
か
け
を
行
い
、
協
力
体
制
を
構
築
し
た
い

自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
向
け
、
防
災
士
な
ど
の

有
資
格
者
の
育
成

・
組
織
化
を

■ 一 般 質 問 ■ ■ 一 般 質 問 ■ 

❿⓫

問
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
全
国
的
に
保
育
業
界
は
慢
性
的

な
人
材
不
足
で
あ
る
。
さ
ら
に

コ
ロ
ナ
で
業
務
が
増
え
、
感
染
対
策
に

神
経
を
す
り
減
ら
し
な
が
ら
子
ど
も
達

と
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
全
国
的
な

ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
半
数
が
コ
ロ
ナ

で
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
い
る
現
状

が
見
て
取
れ
、
続
け
ら
れ
な
い
と
答
え

た
保
育
士
も
多
い
。
待
機
児
童
の
解
消

を
急
ぐ
あ
ま
り
、
施
設
を
最
大
限
に
利

用
し
た
ギ
リ
ギ
リ
の
施
設
と
職
員
配

置
、
保
育
が
抱
え
る
構
造
的
な
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
保
育
環
境

の
改
善
を
求
め
以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
保
育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
と
、

処
遇
改
善
。

⑵
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
規
制
緩
和
の

考
え
方
。

⑶
コ
ロ
ナ
で
休
所
し
た
際
の
代
替
え
施

設
の
考
え
は
。

⑷
保
育
所
で
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
出
た

際
、
家
庭
へ
の
支
援
は
。

⑴
認
可
保
育
所
に
お
け
る
保

育
士
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
厚
生

省
令
で
あ
る
「
児
童
福
祉
施
設
の
設
備

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

町
内
各
認
可
保
育
所
は
、
い
ず
れ
も

基
準
を
上
回
る
保
育
士
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
支
援
の
必
要
な
園
児
の
人
数

に
応
じ
て
加
算
配
置
も
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
現
状
を
さ
ら

に
上
回
る
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

⑵
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
各
ク
ラ
ス
に
１
名
以
上
常
勤
の
保

育
士
の
配
置
を
求
め
る
規
制
を
撤
廃

し
、
１
名
の
常
勤
の
保
育
士
に
代
え
て

２
名
の
短
時
間
勤
務
保
育
士
を
充
て
て

も
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し

本
町
で
は
、
保
育
の
質
の
確
保
と
継
続

し
た
保
育
の
実
施
、
子
ど
も
の
心
の
安

定
等
を
保
つ
観
点
か
ら
、
常
勤
の
保
育

士
の
配
置
を
基
本
と
考
え
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
短
時
間
勤
務
保
育
士
の

み
で
の
ク
ラ
ス
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

⑶
認
可
保
育
所
に
お
け
る
、
施
設
基
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
安
全
な
保
育
を
行
う
設
備
、
保
育
士

の
確
保
等
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
代
替
え
施
設
を
継
続
的
ま
た
は
臨

時
的
で
あ
っ
て
も
現
実
的
に
確
保
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　

代
替
え
施
設
の
確
保
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
休
所
し
た
施
設
を
消
毒
し
、

施
設
の
一
部
を
活
用
し
、
登
所
希
望
園

児
の
人
数
を
把
握
し
た
上
で
、
勤
務
可

能
な
保
育
士
に
よ
る
限
定
的
な
保
育
を

行
う
こ
と
が
現
実
的
な
対
応
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

⑷
保
育
の
代
替
施
設
の
紹
介
や
園
児
の

健
康
状
況
の
確
認
、
家
庭
で
の
生
活
の

様
子
を
聞
き
取
り
す
る
ほ
か
、
困
り
ご

と
が
な
い
か
の
相
談
対
応
も
合
わ
せ
て

行
い
、
適
切
な
窓
口
の
紹
介
等
を
行
う

な
ど
の
支
援
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
時
間
を
要
せ
ず
、
一
度
に

多
数
の
保
護
者
に
連
絡
す
る
手
段
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

北
海
道
で
も
40
の
自
治
体
で

保
育
士
に
慰
労
金
を
出
し
て
い
る
。
保

育
士
に
慰
労
金
の
支
給
を
。

給
与
制
度
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
特
殊
勤
務
手
当
に
も
馴
染
ま
ず
、

他
の
業
務
と
の
公
平
性
を
考
え
る
と
保

育
士
だ
け
へ
の
支
給
は
難
し
い
。

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
我
慢
が
続
く

子
ど
も
達
、
限
界
に
き
て
い
る

学
童
保
育
所
の
増
築
・
建
て
替
え
の
考

え
は
。

や
ま
び
こ
学
童
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
条
例
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
が
、
併
設
の
札
内
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
集
会
室
を
学
童
保
育
所
に
開

放
し
て
利
用
し
て
い
る
。
近
年
の
人
口

動
態
、
小
学
校
の
児
童
数
の
推
移
や
保

育
所
の
登
所
状
況
な
ど
か
ら
推
計
し
、

令
和
２
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
児
童

数
が
減
少
し
て
い
く
も
の
と
推
計
し
て

い
る
。
今
後
も
併
設
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
運
営

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
国
的
に
学
童
保
育
所
に
預

け
た
い
保
護
者
は
増
え
て
い
る
。
幕
別

町
も
例
外
で
は
な
い
。
大
規
模
化
す
る

札
内
地
域
の
学
童
保
育
所
を
ど
う
す
る

の
か
。

学
童
保
育
児
童
数
が
増
え
て

い
る
の
は
想
定
外
で
あ
り
、
新
た
に
施

設
を
建
て
る
の
で
は
な
く
、
使
え
る
施

設
を
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答問
感
染
の
予
防
に
最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
、
開
所

の
時
期
を
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
保
育
所
の
役
割
は

問

町
　
長

町
　
長

再

質

問

荒　貴賀 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

谷口　和弥 議員
（拓政会）

問町
　
長

2021.8 月号2021.8 月号

答問

併
設
す
る
コ
ミ
セ
ン
を
活
用
し

な
が
ら
、
運
営
し
た
い

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
我
慢
が
続
く
子
ど
も
達
、

の
び
の
び
と
過
ご
せ
る
学
童
保
育
を

答問
主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

も
効
果
的
に
活
用
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情

報
」
の
迅
速
な
発
信
を

町
　
長

再

質

問

町
　
長

町
　
長

問

道内の調査地点で 30 年以内に震
度 6弱以上の揺れが起きる確率
自治体（総合振
興局・振興局） 確　率 ２０１８年

からの増減幅
①根室（根室） ８０％ ２ﾎﾟｲﾝﾄ増

②釧路（釧路） ７１％ ２ﾎﾟｲﾝﾄ増

③浦河（日高） ６９％ １ﾎﾟｲﾝﾄ減

④帯広（十勝） ２３％ １ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑤岩見沢（空知） １２％ ２ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑥室蘭（胆振） ９．１％ ０．６ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑦倶知安（後志） ６．４％ １．３ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑧網走（ｵﾎｰﾂｸ） ４．１％ ０．４ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑨留萌（留萌） ２．４％ ０．６ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑩札幌（石狩） ２．２％ ０．６ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑪稚内（宗谷） １．６％ ０．５ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑫函館（渡島） １．５％ 増減なし

⑬江差（檜山） １．４％ ０．３ﾎﾟｲﾝﾄ増

⑭旭川（上川） ０．７６％ ０．２１ﾎﾟｲﾝﾄ増



【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
３
年
４
月
20
日

猿
別
水
門
周
辺
に
お
け
る
治
水
対
策
に

つ
い
て

　

猿
別
水
門
周
辺
に
お
け
る
治
水
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
水
門
お
よ
び

釜
場
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

道
道
幕
別
帯
広
芽
室
線
の
整
備
に
つ
い
て

　

帯
広
圏
域
環
状
線
と
し
て
整
備
さ
れ

る
道
道
幕
別
帯
広
芽
室
線
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
道
路
整
備
予
定
個
所
な
ど

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
３
年
３
月
５
日

札
内
東
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
た
札
内
東
町
民
プ
ー
ル
の

維
持
が
困
難
で
あ
る
た
め
令
和
３
年
度

か
ら
廃
止
し
、当
面
、札
内
北
町
民
プ
ー

ル
を
代
替
え
と
す
る
こ
と
を
教
育
委
員

会
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

使
用
料
手
数
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

第
２
回
使
用
料
等
審
議
会
、
幕
別
町

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る

基
本
方
針
（
案
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
お
け
る
意
見
お
よ
び
基
本
方
針

（
案
）
に
基
づ
く
使
用
料
等
の
試
算
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
へ
の
説
明
や
意
見

聴
取
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

　

議
会
の
委
員
会
構
成
は
２
年
ご
と
に

改
選
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
年

５
月
７
日
に
新
た
な
委
員
会
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

民
生
・
総
務
文
教
・
産
業
建
設
の
３

常
任
委
員
会
が
６
月
22
日
に
開
催
し
、

今
後
２
年
間
の
活
動
に
つ
な
が
る
課
題

等
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

＝
委
員
会
の
活
動
と
は
＝

　

町
政
が
広
範
化
、
複
雑
化
し
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
議
案
そ
の
他
必
要
な
議

決
事
項
を
本
会
議
の
中
で
き
め
細
か
く

審
議
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
案
な
ど
を
専
門
的
、

能
率
的
に
審
査
す
る
議
会
の
常
設
機
関

と
し
て
、
少
人
数
の
議
員
で
構
成
す
る

常
任
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
別
町
議
会
に
は
、
次
の
３
つ
の
常

任
委
員
会
が
あ
り
、
議
員
は
必
ず
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属
し
て
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ま
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長
を
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◆議会日誌◆

5月 24 日　新型コロナウイルス感染症対策会議　 　
6月 09 日　新型コロナウイルス感染症対策会議
　　15 日　議会運営委員会
　　22 日　議会運営委員会
　　22 日　第２回定例会（初日）
　　22 日　総務文教常任委員会
　　22 日　民生常任委員会
　　22 日　産業建設常任委員会
　　22 日　議会広報広聴委員会
　　30 日　議会運営委員会　　
　　30 日　第２回定例会（一般質問）
　　30 日　産業建設常任委員会
7月 01 日　議会運営委員会　
　　 1 日　第２回定例会（最終日）
　　 1 日　全員協議会
　　 1 日　行政区のあり方調査検討特別委員会
　　05 日　民生常任委員会
　　05 日　総務文教常任委員会　　
　　08 日　議会広報広聴委員会
　　 9 日　議会運営委員会
　　13 日　議会運営委員会
　　13 日　第４回臨時会（初日）
　　13 日　指定管理のあり方調査検討特別委員会
　　15 日　議会広報広聴委員会
　　20 日　指定管理のあり方調査検討特別委員会
　　20 日　議会運営委員会
　　20 日　第４回臨時会
　　30 日　産業建設常任委員会

令和３年９月　第３回定例会日程（予定）

　　  9 月  2 日　初　　日
　　　　　 8 日　一般質問・議案審議
　　　　　 9 日　一般質問・議案審議
　　　　　10 日　一般質問・議案審議
　　　　　22 日　最 終 日

　　令和３年度決算審査特別委員会（予定）

　　  9 月 14 日、15 日、16 日

　　◎傍聴の際は、「マスクの着用」をお願
　　　　いしています。

（役場３階会議室）

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
猿
別
水
門
）

   

常
任
委
員
会
を
開
催

2021.8 月号2021.8 月号
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依
田
道
路
整
備
予
定
個
所
）

議会の役割とは
＝町政と議会＝

　幕別町では、まちづくりや福祉、教育、道路、上下水道などの町民生活に深くかかわる仕事を

しています。

　これらの仕事 ( 町政 )には、町民の皆さんの意見が十分反映されなければなりません。

　しかし、町民の皆さんが一堂に会して町政の運営について話し合うことは不可能ですので、代

表として町議会議員や町長を選挙によって選び、町政の運営をゆだねています。

　町議会は、町民の皆さんを代表する議員の合議によって、町政の方針を決定したり、町政が適

正に行われているかチェックしたりする機関で「議決機関」といいます。

　また、町議会の決定に基づいて実際に仕事を行うのが町長で、町長をはじめ教育委員会、選挙

管理委員会、監査委員などを「執行機関」といいます。

　町議会と町長は、まったく対等の立場に立って互いに尊重し、論議し合いながら明るく住みよ

い幕別町をつくるために努力しています。

町民

町長町議会

行政サービス

選挙

選挙

請願・陳情

会議の公開

広報

予算・条例などを提案

議決、調査・検査

国会、関係行政庁

意見書

請願・陳情
　町民の皆さんは、町政について意見や要望があれ
ば、いつでも町議会に請願や陳情を提出することが
できます。
　紹介議員のあるものを請願、ないものを陳情と呼
びます。
　採択されたものは、意見書の提出であれば、国会
などに送ることになります。

議決権
　町議会のもっとも代表的な権限で、条例や予算を
定めたり、決算を認定したり、重要な契約や財産の
取得・処分の決定などを行います。

検査、監査の請求権
  町の事務に関する書類や計算書を検閲したり、金銭
出納の執行状況を検査したり、町の監査委員に監査
を求めるなど、町民の代表として町政を監視します。

意見書の提出権
  町の公益に関することについて、議会の意思をまと
めた文書を、国会または関係行政庁に対して意見書
として提出することができます。

調査権
　町の事務を独自に調査し、必要に応じて関係者の
出頭や証言などを求めることができます。

その他の権限
　議長、副議長、選挙管理委員などを選ぶ選挙権、
町長が副町長、教育委員、監査委員などを選任する
場合の同意権、町民から提出された請願・陳情の受
理権などがあります。
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　住民の方から「議会の傍聴に行けないけど議会だよりは見て
います」と声をかけていただくことで、議会だよりの重要性を

再認識することも多くあります。
　一方で「議会だよりでは、詳しい経緯まで分からない」というご意見もいただく
ことも事実です。
　議会広報の役割として、議会でどういう議論を経て結論に至ったのか、その経緯
をわかりやすく、住民の皆様に報告することも大切なことと自覚しております。
　議会だよりで議会の審議内容を詳細にお伝えすることは、限られた紙面では、十
分ではないかもしれませんが、知恵を絞り紙面づくりに努めてまいります。
　５月から新しい委員会構成となりました。
本号から２年間、読みやすい議会だよりの編集を心がけていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            荒　貴賀
議会広報広聴委員会
委員長 荒　貴賀　　副委員長 内山美穂子
委　員 石川康弘　　小島智恵　　岡本眞利子　　藤原　孟

編 集 後 記  ご意見を
 お寄せください
　議会だよりをより良い

紙面にしていくためみな

さんのご意見やご感想を

お待ちしています。また、

議会への質問やご意見も

お寄せください。

議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

常任委員会クローズアップ

広報広聴委員会のうごき

　「まくべつ議会だより」創刊号（昭和 50 年 8 月）

については第 200 号でふれましたが、最初の編

集から 50 年以上が経過しています。広報広聴委

員会は 2013 年まで、特別委員会（特定の問題に

ついて審査や調査をするために必要に応じて設

置）として、議会だよりの編集を続けてきました。

　2014 年 4 月。幕別町議会は「幕別町議会基本

条例」を施行し、町民との意見交換の場として「議

会報告会」の開催を新たに位置づけたことから、

これに対応するため広報広聴委員会は常任委員

会（常時設置）として設置されることになりま

した。

　これまで常任委員会として、9 人の委員が試

行錯誤しながら報告会の企画運営や議場を会場

にしたコンサート（＝写真右＝）などを行って

きたのです。

一昨年の 197 号から始めた常任委員会クローズ
アップ記事はご覧いただけたでしょうか。委員会
の活動を写真入りで掲載しましたが、今回は広報
広聴委員会です。
議員活動の折り返しになり、今号の編集から委員
の構成が変わりました。＝写真左・下＝
6 人のメンバーで、町民と議会をつなぐ広報広聴
活動を行っていきます。

　広報広聴委員会って何をしているの？
　　・議会だより（年４回）の編集＆発行
　　・ＨＰの企画
　　・議会報告会の企画運営など

議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
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 表紙写真を
募集して
います !!

幕別町内での身近な暮らしの出来事や行事、風景などを募集しています。スマホ
カメラでの撮影写真も歓迎します。お名前、撮影場所やタイトル、コメントも添え
て右のＱＲコード、メールアドレスからご応募ください。
締切は、令和３年 10 月８日（金）です。 gikaijimukyoku@town.makubetsu.lg.jp

議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

　昨年は報告会に参加してくださった方から寄

せられた声やアンケートを生かし新たな手法で

の報告会を企画していました。しかしその矢先、

新型コロナウイルス感染症の拡大があり、開催

をどうするかの検討が続いていました。その結

果、オンラインでも対応出来る報告会の開催を

決定、議場での参加者の他に 100 件近くのアク

セスがあり、オンラインを含めた参加者のアン

ケートからは一定の評価をいただくことができ

たのではないかと思っています。反省点は多々

ありますが、皆さんの声を踏まえ今後につなげ

ていければと考えています。

新メンバーでの編集作業

ジュニアジャズスクール ( 町内小中学生で構成）によるコンサート


